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スマートシティアプリケーションが 
乗客情報ディスプレイシステムを最適の状態に

維持

急成長するテクノロジーへの依存
度が高まる世界では、最新かつリ
アルタイムの交通情報が求められ
ます。スマートシティテクノロジ
ーを交通システムに適用すること
が重要なのはなぜでしょうか？ま
た、それが交通手段の選択にどの
ように影響するのでしょうか？

リアルタイムな 
乗客情報ディスプレイ
鉄道業界が乗客情報システム(PIS)を採用したこと
で、利用客の体験は向上しました。自動車両ロケ
ーター(AVL)テクノロジーにより、乗客は列車の
到着を予測し、より適切な決定を下すことができ
るようになりました。北ヨーロッパでは、国営の
鉄道会社が駅のプラットホームでPISを採用してい
ます。到着する電車に関する、最新のスケジュー
ル情報がディスプレイ表示されるため、乗客は出
発時刻を予測することができます。

旅行者に最新のスケジュール情報を提供するため
に、鉄道管制センターは、ローカルエリアネット
ワーク(LAN)でリアルタイム到着予測システムに
接続され、PISを備える中央管理システム(CMS)
で構成されています。自動車両ロケーターとイン
シデントキャプチャテクノロジーが、CMSにライ
ブアップデートを生成します。収集されたデータ
は同期され、列車から鉄道管制センター、そして
各駅のプラットホームに設置された乗客情報ディ

ケーススタディー
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乗客のスムーズな移動を可能にする Allxon エッジ ア
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スプレイに配信されます。

PIS の障害が原因で 
利用客が減少
新たなモバイルナビゲーション
アプリケーションの急激な進歩
により、不正確で同期されてい
ないスケジュール情報は、利用
客にとって受け入れがたいもの
となっています。プラットホー
ムにいる乗客にとって、リアル
タイムに更新され、かつかつ同
期されたPISが、もはや当然のも
のとなっています。PIS の性能
が、旅行者が移動手段を選択す
る際に、鉄道を信頼するかどう
かの決断に影響を与えます。
北ヨーロッパは厳しい気象条件
にさらされ、屋野の鉄道プラッ
トホームに設置されたデジタル
ディスプレイは、技術的な障害
やシステムエラーが珍しくあり
ません。システムのダウンタイ
ムを最小限に抑え、乗客が最新
の交通情報を確実に受け取れる
よう、PISは高速で動力サイクル
アクションを実行できるスマー
トテクノロジーを必要とします
。しかし、既存の鉄道CMSデバ
イスは、デジタルディスプレイ
を個々の駅で効率的に再起動で
きる手段を持ちません。既存の
動力サイクルサービスは、ディ
スプレイが設置された場所で実
施する必要があり、時間と労動
力の面で鉄道会社に高いコスト
負担を強いています。リモート
デバイス管理ツールを組み込む
ことも、コストがかかる上、既
存のCMSデバイスに複雑な再構
築が必要となり、テストや検証
、実装に、最長で10〜12か月を

要する場合があります。

Allxon エッジ アーキテクチャ 
最良の顧客体験を提供する 
Allxon エッジ アーキテクチャ
Allxon はリモートデバイス管理
を専門としており、北ヨーロッ
パの国営鉄道会社が、すべての
駅で共通した乗客情報を表示で
きるようサポートします。動力
サイクル向け Allxon swiftDRは
、Allxon エッジ アーキテクチャ
を採用することで安全かつ効果
的な帯域外(OOB)電力制御ツー
ルを提供し、鉄道管制センター
がクリック一つのリモート操作
で、エッジディスプレイの電源
のオン・オフを切り替えられる
ようにします。
Allxon エッジ アーキテクチャ
は、鉄道管制センターのLANで
機能するAllxon の plugINTM 
API を備え、動力サイクル向
け Allxon swiftDR を、既存の 
CMS デバイスに容易かつ安全に
組み込むことを可能とします。

Allxonは、複雑な CMS デバイ
スの再構成や再構築を必要とし
ません。Allxonは SDK を提供し
ており、システム開発者は、エ
ッジデバイスへのプライベート
接続を、サーバー上で安全にセ
ットアップすることができます
。Allxon が提供する、統合可能
な plugINTM API ソリューショ
ンと Allxon swiftDR Enabler に
より、PIS ビジュアルディスプ
レイのシャットダウンを、鉄道
管制センターで簡単に操作する
ことができます。Allxon エッジ 
アーキテクチャを備えるCMS に
より、社内および政府の規制に
基づいてローカルネットワーク
アクセスを制限しながら、デバ
イスをリモート操作することが
可能となります。
北ヨーロッパの国営鉄道会社は
、Allxon swiftDR Enabler が 
CMS に組み込まれた NEXCOM 
(NISE 51)などのスマートシティ
アプリケーションテクノロジー
を採用することで、各駅の PIS 
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ビジュアルディスプレイを効率
化しています。Allxon のリモー
トエッジアーキテクチャは、鉄
道会社にとってアクセスが最も
困難で、かつ天候の影響を受け
やすい PIS ビジュアルディスプ
レイを最適化し、乗客がスムー
ズかつ快適に移動できるよう、
最新の情報を確実に届ける上で

役立ちます。
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推奨システム：

•NISE 51 (P/N:10J00005100X0)

▸ 詳細はこちら

https://www.nexcom.com/Products/industrial-computing-solutions/industrial-fanless-computer/atom-compact/fanless-nise-51-iot-gateway


